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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

新しい積層造形プロセスとして期待されているコールドスプレー法では、金属粒子
を溶かすことなく高速衝突させ、大変形させることで粒子を基材に付着・堆積させ
厚い積層体を形成することができる。本手法における付着・堆積挙動を理解するた
めには粒子の変形挙動を知ることが大変重要であるが、これまでの研究により変形
そのものだけではなく、金属粒子表面を覆う薄い自然酸化皮膜の変形・破壊挙動こ
そがその付着・堆積挙動を支配することが明らかになってきた。そこで、本研究で
はバレルスパッタ法と呼ばれる表面改質技術を用いて、10 μm程度の金属粒子の
表面に人工酸化皮膜を被覆した粒子を作製した。この人工酸化物被覆粒子自体の変
形挙動と、表面の人工酸化物層の変形・破壊挙動をナノインデンテーション技術で
評価する。そのためには、表面の人工酸化皮膜の状態を正確に把握する必要があり、
本事業を活用し透過電子顕微鏡(TEM)による微視組織構造評価を行った。

実験
Experimental

集束イオンビーム加工観察装置(FIB)ならびにイオンスライサーを用いて、10 μm
程度の金属粒子の表面に人工酸化皮膜を被覆した粒子からTEM試験片を作製し、そ
れらについてTEMを用いて微視組織構造評価を行った。

結果と考察
Results and Discussion

詳細なTEM観察の結果、球形粒子の表面に酸化物が被覆されていることが確認され
（Fig. 1）、当初の狙い通りの厚さの人工酸化皮膜が緻密で均一の厚さであること
が分かり（Fig. 2）、ナノインデンテーションによる力学試験の妥当性を担保する
重要な結果が得られた。

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

FIg. 1 試作粒子のTEM観察結果（球形粒子の表面に酸化物が被覆されていることが
わかる）



図・表・数式 2
Figures, Tables and
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Fig. 2 対象粒子表面の高倍率TEM観察結果（表面の酸化物が緻密で均一の厚さであ
ることがわかる）
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